
　

議
事
は
平
成　

年
度
の
事
業

内
容
と
収
支
決
算
報
告
、
平
成

　

年
度
の
事
業
内
容
と
収
支
計

画
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
議
案
は
内
容
通
り
で
承

認
を
受
け
、
加
え
て
本
年
度
は

い
わ
き
市
制　

周
年
、
小
名
浜

港
開
港　

周
年
の
記
念
年
に
あ

た
り
、「
小
名
浜
胃
・
飾
・
縦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
年
間
開
催

を
通
し
な
が
ら
交
流
人
口　

万

人
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
の
年
に

す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
は
「
ア
ニ

メ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題

し
て
、
福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
株

式
会
社
の
浅
尾
芳
宣
代
表
取
締

役
よ
り
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

浅
尾
氏
か
ら
は
小
名
浜
港
に
眠

る
旧
日
本
海
軍
の
駆
逐
艦
「
汐

風
」「
澤
風
」
を
題
材
に
し
た

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
、

そ
の
内
容
を
切
り
口
に
観
光
客

の
誘
致
や
グ
ッ
ズ
の
制
作
販
売

等
、
震
災
後
の
復
興
の
一
助
に

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
は
一
様
に
思

い
も
か
け
な
い
視
点
か
ら
の
提

案
で
驚
く
と
同
時
に
、
そ
の
可

能
性
の
大
き
さ
を
感
じ
取
っ
て

い
る
様
子
で
し
た
。

　

い
わ
き
市
は
、
今
年
、
市

制　

周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

し
て
、
小
名
浜
港
は
開
港

　

周
年
と
な
り
ま
す
。
こ

の
記
念
す
べ
き
年
に
、
い
わ

き
市
制　

周
年
記
念
事
業

プ
レ
ゼ
ン
に
て
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
「
小
名
浜
胃
・

飾
・
縦　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
今
年
１
年
を
通
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
胃
」
は
、
小
名
浜
の
食

を
Ｐ
Ｒ
し

て

い

く

こ

と
。

「
飾
」
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
の

誘
致
な
ど
で
港
を
彩
る
こ
と
。

「
縦
」は
、汐
風
竹
町
通
り「
絆

ま
つ
り
」
の
開
催
な
ど
を
通

し
て
小
名
浜
の
ま
ち
と
港
を

結
ぶ
仕
掛
け
づ
く
り
を
し
て

い
く
企
画
の
こ
と
で
す
。
具

体
的
に
は
、
６
月
に
来
航
す

る
ク
ル
ー
ズ
船
「
日
本
丸
」

の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
、
７
月
は

（
仮
称
）
ク
ル
ー
ズ
船
招
致

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
９
月
は
カ

ジ
キ
グ
ル
メ
サ
ミ
ッ
ト
、　

月
は
絆
ま
つ
り
、　

月
は
（
仮

称
）
宇
宙
戦
艦
汐
風
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通

年
事
業
と
し
て
「
小
名
浜
ハ

マ
人
市
場
」
を
毎
月
一
回
開

催
予
定
で
す
。

　

小
名
浜
地
区
の
中
心
市
街

地
活
性
化
法
の
認
定
に
向
け

て
の
動
き
も
加
速
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
改
訂
さ

れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
法

の
認
定
制
度
を
活
用
し
、
少

子
高
齢
化
社
会
の
進
行
を
見

据
え
た
新
た
な
生
活
環
境
づ

く
り
を
行
い
、
定
住
人
口
の

増
加
、
交
流
人
口
の
増
加
、

新
た
な
商
業
形
成
、
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
、
公
共
施

設
の
効
率
化
を
図
り
、
コ
ン

パ
ク
ト
で
快
適
な
暮
ら
し
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
か
つ

て
小
名
浜
地
区
は
、
海
か
ら

の
恩
恵
を
受
け
て
人
々
が
行

き
交
い
賑
わ
っ
た
よ
う
に
、

観
光
交
流
人
口　

万
人
を
目

指
す
と
共
に
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
出
来
る
こ
と

か
ら
、
意
外
性
を
発
見
し
、

先
延
ば
し
に
な
っ
た

〝
ま
ち

開
き
〟

に
臨
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
人
が
集
ま
る
、
情
報

が
集
ま
る
。
文
化
が
集
ま
る
。

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報

の
集
積
地
は
、
や
が
て
そ
れ

ら
の
発
信
地
に
変
わ
り
ま
す
。

受
け
身
ば
か
り
で
は
な
く
、

攻
め
る
気
持
ち
も
大
切
で
す
。

Ｈ
Ｏ
Ｔ
な
熱
い
気
持
ち
を

持
っ
て
前
に
進
め
ば
、
や
が

て
、
ほ
っ
と
す
る
場
所
を
得

る
事
が
出
来
る
。
こ
ん
な
思

い
で
活
動
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
声
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

諏
訪
神
社
の
例
大
礼
５
月
３

日
、
小
名
川
河
口
に
は　

枚
も

の
大
漁
旗
が
た
な
び
き
、
神
輿

行
列
を
迎
え
賑
や
か
な
空
間
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
大
漁
旗
は
昭

和　

年
代
頃
か
ら
、
船
主
に
親

戚
・
造
船
所
・
組
合
・
同
業
者
・

取
引
業
者
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
が
、
そ
れ
以
前
は
船
主
が

特
別
な
大
漁
の
時
に
漁
師
や
船

大
工
に「
万
祝(

ま
い
わ
い)

」「
ハ

レ
着
」
を
贈
る
風
習
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
風
習
は
江
戸
時
代

後
期
、
鰯
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
千

葉
県
房
総
地
方
か
ら
始
ま
り
、

小
名
浜
に
も
伝
わ
り
ま
し
た
。

漁
師
た
ち
は
万
祝
を
粋
に
羽
織

り
隊
列
を
組
み
闊
歩(

か
っ
ぽ)

し
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

　

写
真
の
万
祝
は
、
昭
和　

年

(

１
９
５
４)

秋
刀
魚
大
漁
の
時
、

又
八
第
一
三
王
丸(

の
ち
の
住

吉
丸)

が
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
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年
度
総
会
を
開
催

28
　

年
度
総
会
を
開
催

28
　
第
　
期
定
時
総
会
が
５
月
　
日
、
小
名
浜
さ
ん
か
く
倉

庫
２
号
棟
で
開
か
れ
ま
し
た
。約
　
人
の
会
員
ら
が
出
席
し
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
後
に
は
福
島
ガ

イ
ナ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
の
浅
尾
芳
宣
代
表
取
締
役
よ
り
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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平
成　

年　

月
２
日
、
地
球
へ
進
攻

し
よ
う
と
す
る
敵
に
対
し
小
名
浜
港
を

舞
台
に
応
戦
、
そ
の
進
攻
を
食
い
止
め

よ
う
と
す
る
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
物
語

が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
、
お
披
露

目
さ
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
い
わ
き
市
制　

周
年
事
業
の
中

で
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
が
「
小

名
浜 

胃
・
飾
・
縦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
計
画
し
て
い
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
環
で
す
。

小
名
浜
港
に
は
先
の
大
戦
の
あ
と
、
護

岸
防
波
堤
と
し
て
２
隻
の
駆
逐
艦
が
沈

め
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
２

隻
の
軍
艦
の
名
称
が
「
汐
風
」
と
「
澤
風
」

で
す
。
こ
の
２
隻
の
歴
史
的
な
史
実
を

活
用
し
な
が
ら
、
震
災
後
の
観
光
客
の

減
少
や
風
評
被
害
に
お
け
る
物
産
の
販

売
不
振
対
策
す
な
わ
ち
、「
負
」
と
の
戦

い
の
一
助
に
な
れ
ば
と
福
島
ガ
イ
ナ
ッ

ク
ス
株
式
会
社
様
の
ご
協
力
の
も
と
ア

ニ
メ
を
活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

競
輪
選
手
を
目
指
す
星
心
平
と
い
う

主
人
公
が
、
実
際
の
小
名
浜
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
舞
台
に
、
鍛
え
上
げ
ら
れ
た

脚
力
で
自
転
車
を
漕
ぎ
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
と
に
前
述
し
た
戦
い
に
「
汐

風
・
澤
風
」
と
共
に
挑
み
ま
す
。
こ
の
「
熱

血
人
力
戦
艦
バ
ト
ル
」
の
ア
ニ
メ
が
話

題
を
呼
び
、
多
く
の
人
々
の
心
を
動
か

す
時
、
競
輪
か
ら
派
生
し
て
自
転
車
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
ツ
ー
ル
ド
い
わ
き

等
）
や
「
星
」
の
姓
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す

る
い
わ
き
市
出
身
の
薬
学
に
関
す
る
偉

人
「
星
一
（
ほ
し
は
じ
め
」
や
、「
心
平
」

の
名
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
い
わ
き
市
出

身
の
詩
人
の
「
草
野
心
平
（
く
さ
の
し

ん
ぺ
い
）」
へ
と
観
衆
の
興
味
を
引
き
付

け
、
そ
の
影
響
力
で
各
種
の
経
済
的
活

動
が
誘
因
さ
れ
、
ア
ニ
メ
の
舞
台
や
主

人
公
の
由
来
に
触
れ
て
み
た
い
、
見
て

み
た
い
と
思
う
多
く
の
来
訪
者
が
こ
の

地
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
で
こ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
鑑
賞
し
、「
小
名
浜 

胃
・
飾
・
縦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。  　
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著:

Ｆ
・
Ｏ
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この広報物は、小名浜地区行政嘱託員（区長）連合会の御協力により配布しております。

６月全体会議は「（仮）小名浜のこれから」―小名浜まちづくり市民会議会員の皆様へ―
　6 月 30 日午後６時 30 分より、まちづくりステーション小名浜３階において、6 月全体会議を開催します。今夏、施設建設

に着手する見通しとなった「イオンモールいわき小名浜（仮）」開発担当者を招いて今後の見通しを伺いながら、地元高校生に

よる「未来の小名浜（仮）」と題しての提案を受けた後、ワークショップ形式で小名浜のこれからについて議論する予定です。

　どなたでも参加できますので、この機会に「小名浜の未来」について語りあってみませんか？

小野　　浩

歴史と文化づくり委員会
　こんにちは。早いものです。委員長２年
目に入りました。３月まで「暮らしの伝承
郷」でしたが、４月からは平成10年に開館
し12年間勤めた「草野心平記念文学館」に
異動になりました。委員会・全体会の参加

が難しくなっていますが……。
　歴史と文化づくり委員会では、「小名浜地区の歴史・文化・
伝統の再発見と次世代への伝承」のために①「小名浜学事
始め」、②「小名浜アルバム」の作成の２事業を継続します。
　新たに③通史・概説の勉強会、④「漁撈習俗の記録」、⑤
「伝えたい誇れるいわき醸成事業」関連の小名浜学講座３
事業に取り組みます。会員と地域の方々との連携を密に
して進めればと思います。よろしくお願い致します。

鈴木　泰弘

中心市街地活性化法認定特別委員会
　昨年度商圏調査、市民アンケート等を実
施し、コンパクトシティへ向けたまちづく
りを進めるためのグランドデザインを策定。
４月にはこれら計画書を市長に提出をいた
しました。

　これに引き続き今年度は計画の実現向け、創業者育成
やチャレンジショップ等の事業を実施します。このよう
な事業により、小名浜での事業者の招請、商住一体となっ
たまちなか居住を促進して行きたい考えです。
　またイオンモール進出に伴う周辺道路改修、アクアマ
リンパーク駐車場改修工事も進んでいることから、イオ
ンモールの情報も取りつつ、計画の実現へ向けて事業化
を進めていく予定です。
　このようなことから、平成30年の中心市街地活性化法
認定を受けるという計画の実現により、まちなかの居住
者数のアップ等に取り組んで行きます。

上野台祐一

まちなか潮目委員会
　まちなか潮目委員会は継続事業の「ま
ちなかコンサート」開催や各イベントの
運営協力、イオンモールや汐風竹町通り
に関わる各種会合への参加、他団体との
連携など今まで同様まちなかと港周辺の

賑わいづくりを中心とした活動を行ってまいります。
　また、本年度小名浜まちづくり市民会議ではいわき市
制施行 50周年記念事業「小名浜胃・飾・縦プロジェクト」
を行い、多くの記念イベントを予定しております。
　当委員会はそれらのさまざまな事業を通して、小名浜
市街地やアクアマリンパークを中心とする臨港地区の活
性化、漁港区の復興に寄与できるよう、各団体、行政機関、
小名浜地区内外の関係諸団体との連携協力を図りながら
取り組んで参ります。

小沼　郁亙

パートナーシップ委員会
　アナログとデジタル媒体を活用して市民
会議事業や活動状況の周知を図り、おなは
まのまちづくりに想いを同じくするメン
バー数の拡大を図って参ります
また、小名浜の良さを再認識できるような

情報収集と発信を行って参ります。
主な具体的な活動項目は、
　・広報紙「しおさいかわら版」の毎月発行
　・ホームページの管理運営
　　（電子媒体による会員および広く社会への広報と周知）
　・フェースブックを活用したタイムリーな情報発信
　・会員の拡大（個人・法人会員の増強　目標20名）
　・アクアマリンパークのPRパンフレットの作成と活用
　・ＨＱにおいて各種会議・委員会の情報の共有化を図る
を主眼に、１年間活動して参ります。よろしくお願い致
します。

委
員
長
紹
介

め
ひ
か
り
の
囁
き

め
ひ
か
り
の
囁
き

28

50

11
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